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A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※評価基準

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ：一定の研究成果があった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ：研究成果があったとは言い難い。

「河川技術・流域管理分野　提案型課題（流域課題）」

（令和４年度採択）

事後評価結果

＜研究概要＞

本研究は、伊勢湾台風災害後の排水、インフラ・ライフラインの復旧、および、被災住民
の避難解消までの各過程から、将来の広域・長期浸水被害後の早期復旧に向けた知見
を得ることを目的とする。各所に散在する伊勢湾台風に関するアナログ資料から必要情
報を抽出し、時空間情報を付与したデータベース／プラットフォームの構築によるデジタ
ル復元を行い、各過程の空間・時系列分析を通じて影響要因や因果関係を明らかにす
る。

＜事後評価コメント＞

Ａ評価のためコメントなし


